
                                                              

令和３年度（変更後）事業計画 

 

Ⅰ 事業実施方針  

   近年、ＩｏＴ（モノのインターネット）、ＡＩ（人工知能）、ビックデータ等の

技術の高度化とデータの多様化、大容量化により、人々の生活や社会全体を変化さ

せるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の動きが進展しつつあります。 

一方では、新型コロナウイルスの感染拡大により、人との接触や移動が制限され、 

デジタル技術 

を活用したテレワークやイベントのインターネット配信等が急速に進む中で、行政

や社会のデジタル化の遅れが改めて顕在化してきました。 

このため、国においては、これまで抱えてきた様々な課題解決に資するため、行 

政のみならず社会経済活動全般にわたるデジタル化に向けた諸施策を展開されよう 

としています。 

また、県においても、デジタル化による豊かな未来社会の実現に向けて、デジタ

ル技術を生かして変革を生み出すＤＸを強力に推進することとされています。 

こうした中、当財団においても、デジタル人材の配置や５Ｇ（第 5世代移動通信

システム）等の未来技術の活用を支援するなど、デジタル化の推進による県づくり

の一翼を担うこととしています。 

引き続き、本県における高度情報通信の拠点施設としての役割を果たすため、県、

市町、関係団体等と連携を図りながら、各事業を円滑に実施するとともに、空き室

の解消等による財源確保や物件費等の経費節減により、財団の安定運営に努め 

ます。 

 

［ 事 業 一 覧 ］ 

 １ 高度情報化の推進に関する事業 

(1)  普及啓発事業 

(2)  地域情報化に係る展示・講演  

(3)  コンピュータルーム運営事業 

(4)  市町ネットワーク運営事業 

  ２ デジタル技術の普及及び利用促進に関する事業 

(1)  やまぐちＤＸ推進事業［新規事業］ 

(2)  未来技術活用推進受託事業 

(3)  オープンデータ普及・推進による県民サービスの向上 

 ３ 情報通信格差の是正に関する事業 

(1)  民法テレビ放映難視聴解消事業 

(2)  移動通信用鉄塔施設整備事業 

 ４ ニューメディアプラザ山口の管理運営に関する事業 

(1)  不動産管理運営事業 

(2)  利用施設運営事業 



                                                              

  

 

Ⅱ 事業実施の概要 

 

【業務執行体制の見直し】  

 

新規事業「やまぐちＤＸ推進事業」等に的確に対応するため、次のとおり、業務 

執行体制の強化を図る。 
 

   〇理事長   非常勤から専任（月１５日従事）の理事長とする。 

（令和３年６月から） 

   〇事務局  企画運営部に「ＤＸ推進事業担当」職員を配置する。 

（令和３年４月１日から） 

 

 

            

 理事会（理事 8名・監事 1名）    評議員会（評議員 3名） 
           

    理 事 長（常勤）   

     副理事長（非常勤） 
  
    専務理事（常勤） 

                                 
 
［ 事 務 局 ］ 

   

  事 務 局 長 

（県職員併任） 
 
        管 理 部 長           職員(1) 

 

企画運営部長        職員(4) 

        (管理部長兼務) 

                                山口県未来技術活用統括監 

(ＮＴＴから派遣（令和 2年度～）) 

  

                        ＤＸ推進事業担当  職員(7) 

(県職員併任) 

                          

 

 



                                                              

１ 高度情報化の推進に関する事業 

（1）普及啓発事業                                                           

     県民、行政機関、民間企業等を対象として、最新のＩＣＴ（情報通信技術）等 

の動向や利活用をテーマにした講演会等を開催する。 

 

（2）地域情報化に係る展示・講演 

     県民等を対象に高度情報化に係る普及啓発等を目的とした講演会や展示会等に 

対して、イベント施設（多目的シアター・イベントホール）の施設使用料の全部

又は一部を負担し、民間事業者等による高度情報化等に係る活動を支援する。 

 

（3）コンピュータルーム運営事業 

    ＮＰＹビルの７階を「県情報センター」と位置付け、情報処理機器が安全かつ 

安定して稼働できるよう施設設備を整備しており、県民サービスに直結する各種 

行政システム等のサーバー機器類の稼働に支障をきたさないように、各システム 

の適切な管理運用を行う。 

 

（4）市町ネットワーク運営事業          

    やまぐち情報スーパーネットワーク（ＹＳＮ）を利用した市町ネットワークの 

一元化による運用管理、資産管理を行い、市町ネットワークの適正な管理に努め 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                              

２ デジタル技術の普及及び利用促進に関する事業 

（1）やまぐちＤＸ推進事業［新規事業］ 

  デジタル社会の実現に向け、全県的なＤＸ(※)を推進するための拠点を整備し、

相談対応や技術的支援、人材育成等を実施するとともに、多様な主体との連携・協

働により、地域課題の解決や新たなイノベーションの創出等を推進する。 
   

 

※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） 

ＩＣＴ（情報通信技術）の浸透が人々の生活をあらゆる面でよりよい方向に 

変化させること 
 

 

    

 【やまぐちＤＸ推進事業】［事業費：５３４,６００千円］ 
                              

    Ｄ Ｘ 推 進 拠 点      

〇「やまぐちＤＸ推進拠点（仮称）」整備事業    ［237,600］ 

〇「やまぐちＤＸ推進拠点（仮称）」運営事業    ［ 34,200］ 

〇「山口県版クラウド「Ｙ-Cloud（仮称）」構築事業 ［125,800］ 

〇「山口県データプラットホーム（仮称）」構築事業 ［ 32,000］ 

 

推進拠点を活用した 

事 業 展 開 

 

〇ＤＸ推進官民協働フォーラム創設事業   ［10,000］ 

〇オープンイノベーション創出事業       ［30,000］ 

〇シビックテック推進事業        ［10,000］ 

〇データドリブン推進事業               ［23,000］ 

〇デジタル人材育成事業                 ［32,000］ 

     

 

【ＤＸ推進拠点施設概要】 

名  称 「やまぐちＤＸ推進拠点（仮称）」 

場  所 ニューメディアプラザ山口 １０階（２６７㎡） 

機  能 

◇ＤＸコンサルティング（相談対応等） 

◇デジタル化の技術サポート 

◇デジタル人材育成 

設  備 

◇相談窓口 

◇ＡＩ・デジタル技術体験ブース  

◇５Ｇ等の通信環境、クラウド利用環境   



                                                              

ア ＤＸ推進拠点 

① 「やまぐちＤＸ推進拠点（仮称）」整備事業 

ＮＰＹビルの１０階に「やまぐちＤＸ推進拠点（仮称）」を整備する。 

   ・フロアデザイン、建築・設備工事、什器整備 

・ＡＩ・デジタル技術体験デモ設備 

・５Ｇ環境の構築 

 

② 「やまぐちＤＸ推進拠点（仮称）」運営事業 

    相談員の配置により、ＤＸコンサルティングやデジタル化の技術サポート、デ 

ジタル人材の育成等を推進する。 

    ・相談員の配置（2名程度）、プロジェクト管理、推進拠点プロモーション 

 

③「山口県版クラウド「Ｙ-Cloud（仮称）」構築事業 

   ＡＩ開発アプリケーション等を格納したクラウド環境「山口県版クラウド「Ｙ- 

Cloud（仮称）」を構築する。 

    ・クラウド環境の構築・運営 

 

④「山口県データプラットホーム（仮称）」構築事業 

  官民の様々なオープンデータを蓄積し、加工・分析等を行う基盤を「Ｙ-Cloud

（仮称）」内に構築する。 

   ・データプラットホームの構築・運営 

 

イ 推進拠点を活用した事業展開 

① ＤＸ推進官民協働フォーラム創設事業 

    行政・民間・大学・地域・個人等による連携・協働の取組のための受け皿体制

を構築するため、「ＤＸ推進官民協働フォーラム」を創設する。 

       ・フォーラムの開催 

 

②  オープンイノベーション創出事業 

      市町等の個別相談の内容を踏まえ、民間企業の高い技術力を活用した地域課題 

の解決を図るため、ＰｏＣ（概念実証）により、新たなソーシャルイノベーショ

ンを創出する。 

   ・ＤＸ関係企業との連携による技術的支援 

 

③ シビックテック推進事業 

    シビックテック・アプローチ（テクノロジーを活用して社会課題を解決する市 

民の取組）により、地域課題の解決を図る実証を実施し、新たなサービスを開発

する。 

   ・シビックテック in YAMAGUCHIの実施（実証・開発） 



                                                              

 ④ データドリブン推進事業 

   データの利活用やデータ活用人材の育成によるデータドブリン（主観的な判断 

ではなく、データ分析に基づいた意思決定）を推進する。 

   ・ラウンド・テーブル・セッションの開催（意見交換によるニーズ把握等） 

   ・オープンデータ化の推進・官民によるデータプラットホームの利活用の促進 

   ・データアカデミーの開催（データ利活用の研修・実践） 

 

⑤ デジタル人材育成事業 

  ・ＡＩ人材育成プログラム推進事業 

  県民を対象にＡＩ学習プログラムをオンラインで無料開放するとともに、課題 

解決能力に向けた実践的なハンズオン勉強会を開催する。 

  

・ＤＸリーダー育成事業 

  県・市町内でのＤＸリーダーの育成を行うため、ローコード技術（ブログラミ 

ングの知識がなくても簡単にシステム開発ができるアプリ等）を活用した研修を 

実施する。 

 

 

（2）未来技術活用推進受託事業（県受託事業） 

    山口県における Society5.0の実現に向け、デジタル人材の配置や５Ｇ研究会の 

開催等による推進体制を構築し、先進事例の創出に繋げるなど、県民や企業が早 

期に５Ｇ等未来技術を活用できるよう取組を推進する。 

 

ア 未来技術推進体制整備事業 

山口県未来技術活用統括監の配置や分野別アドバイザーの派遣により、未来技 

術の活用を支援する。 

 ・山口県のＩＣＴ施策に関する企画立案  

   ・５Ｇ等未来技術を活用した企業・市町に対する支援 

・５Ｇ基盤整備促進に対する調整、助言 

   

イ ５Ｇ普及促進事業 

山口県５Ｇ研究会の取組により県内企業等への５Ｇの理解を促進する。 

・分野別セミナーによる利活用ニーズの掘り起こし 

・個別相談会、先進事例視察の実施等 

 

 

 

 

 



                                                              

（3）オープンデータ普及・推進による県民サービスの向上 

    県及び市町の行政データ（オープンデータ）を県民や民間事業者等誰もがイン 

ターネットを通じて容易に利用できる専用サイト「山口県オープンデータカタロ 

グサイト」（令和元年度構築・公開）の適正な管理運用を行う。 

また、県や市町と連携して、公開データの登録数の増を図るとともに、県民や 

民間事業者等が幅広く利活用できる場の提供に努める。 

 
 

３ 情報通信格差の是正に関する事業 

（1）民放テレビ放送難視聴解消事業 

   民放テレビ放送難視聴解消事業に係る現有資産の適切な維持管理を行う。 

      

（2）移動通信用鉄塔施設整備事業 

     移動通信用鉄塔施設整備事業に係る資産や設備機器の適切な維持管理を行う。 

 
 

４ ニューメディアプラザ山口の管理運営に関する事業 

（1）不動産管理運営事業 

    ＮＰＹビルが高度情報通信の拠点施設としての役割を果たすため、安定かつ安 

全な施設管理を行うとともに、適切な施設の維持管理に努める。 
 

 ア テナントの確保 

ビルの安定的な施設運営を図るためには、入居テナントの確保が必須課題であ 

り、引き続き、県や山口市、不動産会社等に積極的に働きかけ、入居率の向上に 

努め、財団の安定運営を図る。 

   

  イ 「ＮＰＹビル中期（５ヶ年）修繕計画」の実施 

令和元年度作成の「ＮＰＹビル中期(５ヶ年)修繕計画」に基づき、次のとおり

修繕工事を実施する。  ［令和 3年度計画額：116,000千円］ 
 

① ビル外壁廻り大規模修繕工事 

ビル外壁廻り全般にわたり劣化（外壁タイルひび割れ、シーリング劣化、外 

部建具の錆等）が進み、雨漏りの原因にもなっているため修繕工事を行う。 
 

② 自動火災報知設備・非常放送用設備更新工事 

防災センタ（1Ｆ）設置の自動火災報知設備及び非常放送用設備更新の経年劣 

化による動作不良のおそれがあるため更新工事を行う。 
 

③ 多目的シアター照明設備調光器盤更新工事（調光器盤等の更新） 

多目的シアター（1Ｆ）の照明設備を制御する調光器盤が経年劣化により維持 

困難のおそれがあるため更新工事を行う。 

 



                                                              

（2）利用施設運営事業 

     イベント施設（多目的シアター、イベントホール）の適切な管理運営を行うと 

ともに、利用者に対するサービス向上に努め、利用率の維持・向上を図る。 

   特に、財団が所有するスタインウェイピアノを活用したイベントが多いことか 

ら、ピアノ教室等へのＰＲ活動を行う。 
 

２階のミニギャラリーについては、一般の方の生涯学習等の成果（作品）の発 

表の場として無償提供しているが、新たな展示利用者の開拓や展示物の観覧者の 

増加を図るなど交流の場としての利活用を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


